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山
北
区
で
6
月
着
工
予
定
田
村
一
'
U
V

闘

・ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
富
田
町
新
築
和
吋
一

回
コ
l
ポ
建
築
確
思
や
施
工
業
者
選

L
D
K
を
合
わ
せ
て
犯
戸
時

岡山
市
北
定
の
鰭
単
備
が
整
え
ば
、

6
が
入
る
計
画
。
敷
地
面
積
は
町

'1
1
1
月
に
も
省一
工
す
る
予
定
。

7
1
8
M
。

国

ョ
ン
「
ロ

マ

ン
シ
ョ
ン
は
R
C進
出

政

計

は

G
E
N
設
計
が
四

位
回
町
」
階
建
延
べ
約
3
6
0
o
d
担
当
。
完
成
は
平
成
幻
年
2
叩

て
い
る
。
の
規
模
で
、

2
L
D
K
と
3
月
を
予
定
し
て
い
る
。

一

H
ai
E
Sse-
3
2
b
E
apd自
由
自
民
自
百
世
間

uL

(
一
社
)コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
で
は
こ
れ
ま
で
重
点
を
位
い
て
』
(
午
後
4
時
間
分
1
必

員
1
0
0
人
、
と
り
ぎ
ん
文

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

(
J
C
M
て
き
た
補
修
の
基
本
事
項
分
)
を
中
丸
大
輔
氏
(
コ
ン
ク
化
会
館
)
、
初
日

・
岡
山
フ
ォ

A
、
徳
納
武
使
会
長
)
は
毎
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
リ
l
ト
診
断
士
、
日
本
ベ
イ

l
ラ
ム
(
定
員
削
人
、
岡
山
コ

年
全
国
各
地
で
開
催
し
、
好
性
能
を
満
た
す
材
料
・
工
法
ン
卜
販
売
)
が
担
当
す
る
予
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
)、

評
を
博
し
て
い
る
『
コ
ン
ク

選
定
の
考
え
方
や
適
用
性
定
で
、
名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
月
6
日
・
広
島
フ
ォ
l
ラ

リ
l
ト
榊
造
物
の
補
修
・
補
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
が
に
は
特
別
総
師
と
し
て
京
ム
(
定
員
2
0
0人
、
南
区

強
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
行

わ

れ

る

。

都

大

学

大

学

院

の

宮

川

盗

民
文
化
セ
ン
タ
ー
)
。
い
ず

0
1
3』に
つ
い
て
、

5
月
8

脇
師
は
第
1
部
『
コ
ン
ク
輩
教
授
が
登
壇
す
る
。
れ
も
診
加
は
無
料
だ
が
、
定

日

の

福

岡

フ

ォ

ラ

ム

を

皮

員

に

達

し

次

第

締

め

切

る

。

切
り
に
全
国
お
カ
所
で
関
山
口
は

5
月
刊
目
、広
島
6
月
6
日

川

な

お

、

各

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

説
話
)
(
斡
完

全
国
自
力
所
補
修
補
強
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
封
註
誇
れ

ク
リ
l
ト
工
学
会
な
ど
。
リ

l
ト
の
劣
化
と
補
修
工

中

国

5
県
の
日
程
と
会
っ
て
お
り
、

3
・
5
単
位
が
取

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
維
法
選
定
の
考
え
方
』
(
午
後
場
は
、

5
月
四
日
・
山
口
フ
ォ
得
可
能
。

持
管
理
の
盟
要
性
が
前
ま
工
時
1
4時
)
を
江
良
和
徳
ラ
ム
(
定
員
卯
人
、
山
口
各
会
協
と
日
程
の
確
館
、

り
を
見
せ
る
中
、
同
フ
ォ
l
氏
(
工
学
博
士
、
極
東
興
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
l
ク
)
、
初
参
加
申
込
等
は

J
C
M
A

ラ
ム
は
安
加
者
数
、
開
催
箇
和
)
、
第
2
部
『コ
ン
ク
リ
l
日
・山
根
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
定
員
の
H
P
(乞
石
ミ
当
者
当

所
と
も
に
毎
年
増
加
し
て

ト
剥
迄
防
止
と
塗
膜
型
剥

1
0
0人
、
松
江
テ
ル
サ
)
、

γ
のヨ
E
U
3
か
ら
行
う
こ

お
り
、
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
落
防
止
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
鈎
日
・偽
取
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
定
と
が
で
き
る
。

品
伎
の

削
正
予

9
r
4
4悶
n

-L
E
L
日
W

に
提
出

為
の
限

6
5
7
 

5
幻
年

れ
込
む

耶
業
費

ヲ
減
額
一で可
に
再
て
いー丁

目
)

丁
目
)
H
低
気
・
機
械
鍛
備
改
↑

L
7
4
0
m
、
土
地
区
画
院
理

良
、
様
諸
問
川
霊
前

画

一

葉

に
伴
つ
配
水
管
市
設

マ
中
之
町
水
源
地
・畑
第

2
-

マ
国
道
2
号
木
原
道
路
配

p
・
畑
配
水
池
・
本
谷
配
水
池
一
水
管
移
設
(
糸
崎
町
)
H
φ
2

授
込
圧
力
式
氷
位
計
取
笛
(
中
一

0
0
胴
L
2
5
0
m
、
道
路
工

之
町
1
丁
目
、
本
郷
町
醤
入
一

事
に
倖
つ
配
水
管
移
般

寺
)
H低
気
・機
械
設
備
改
良
、
一
マ
国
道
1
8
5
号
配
水
管

同

一

移

殴

須

高

1
7
g
H
φ

マ
中
之
町
水
源
地
受
変
危

一
2
5
0
m
L加
m
、同

股
附
更
新

(
中
之
町
工
丁
目
)
一
マ
県
道
本
郷
久
井
線
配
水

u低
気
・機
械
般
備
改
良
、
同
一
菅
移
鮫
(
高
坂
町
許
山
)
H
φ

マ
佐
木
第
2
配
水
池
流
虫
一
万
胴
L
m
m
、同

針
取
箇

(鴛
湖
町
須
波
)

u
m
山
一

マ
市
道
幸
崎
即
号
線
配
水

気
・器

開哨
住
良
、同

一
管
移
設
(
幸
一
崎
議
)
M
φ
印

マ
八
稲
垣
内
浄
水
揚
監
視
一

m
L
m
m
、同

カ
メ
ラ
股
殴
(
八
幡
町
寝
内
)
一

マ
市
道
沼
田
東
南
部
却
号

u低
気
・機
掛
設
備
改
良
、
同
一
線
配
水
管
移
段
(沼
関
東
町
末

マ
用
命
第
4
ポ
ン
プ
所
送
一
光
)
H
φ
5
m
L
ω
m
、同

水
流
血
計
移
段
(
本
郷
町
上
北
一

マ
街
路
円

一
皆
笑
線
配
水

忍
H
電
気
・繍
械
股
備
改
良
、
一
管
移
設
(
雪
夫
5
丁
目
)
n
φ

同

一

一

凶

醐
L
3
03
m
、
街
路
工
事

【水
道
改
良
市船業
】

一
に
停
つ
配
水
仮
管
布
設

マ
東
本
迎
区
画
監
理
地
内
一
マ
三
原
東
処
理
分
区
配
水

配
水
管
布
股
(
本
郷
南
3
1
5
一
管
移
設
(
旭
町
2
丁
目
)
H
φ

丁
目
)
Hφ
工
5
0
1
φ
印
刷
一

4
1
0
0
1
A
V花
岡
L
3
3
0

4e長
o 11 7.1< 

うーむ己紹
官 1 11 配

心配
改 11 7./<1南大2m 

母
屋
造
、
こ
け
ら
百
(
規
邸

は
桁
行
日
・

6
m
、
疑
問

凶
・
8
m
、
棟

前

M
・
4

m
、
平
面
積

2
6
0
・
7

M
)、
修
復
内
容
は
屋
根
羽

替
・
塗
装
・
部
分
修
理

(木

部
、
土
問
、
外
情
、
建
具
)
。

鐙
楼
は
恒
行
三
閥
、
梁
間
二

問
、
待
服
付
、
入
母
屋
造、

こ
け
ら
政

(
規
模
は
桁
行

3
・

-m、
梁
間

2
・
ぉ

m
、
税
問
6
・
3
m
、
平
面

積

7
・
3
M
)
、
す
で
に
屋

恨
聾
替

・
鎗
装
修
還
が
完
了

し
て
い
る
。

見
学
に
定
立
ち
、
大
成
建

は
一
段
中
国
支
底
の
高
橋
城
治
所

E
-
長
か
ら
工

m概
要
や
修
復
技

人
一
術
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

既
存
棟
瓦
と
屋
根
立
栃
が
解

体
さ
れ
、
野
地
板
の
補
修
や

防
食
処
理
を
施
し
た
う
え
に

栴
付
板
獄
、
水
切
銅
板
と
上

目
板
の
取
り
付
け
、
平
野
き

で
復
元
す
る
補
修
技
術
を
見

て
ま
わ
っ
た
。

設
計
監
理
は
公
益
財
団
法

人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術

者
協
会
、
施
工
は
大
成
建
殴

中
国
支
庖
が
担
当
し
て
い

る
。工

期
は
幻
年
ロ
月
か
ら
お

年
8
月
ま
で
の
お
力
月
間
、

事
採
白
は
2
惚
4
0
0
0万

円。
な
お
、

6
日
は
尾
道
市
久

保
町
に
移
動
し
、
密
裏
文
化

財
浄
土
寺
を
見
学
し
た
。

、工示通量区ーっ

小
型
浄
化
槽
設
置
整
備
へ
補
助

東
広
島
市
部
年
度
分
受
付

【呉
}
東
広
門凶
帝
は
、
お
年
度
一
の
人
惜
の
区
域
に
応
じ
て
術

小
型
浄
化
柿
政
問
盤
備
事
業
一
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
お

補
助
金
の
交
付
申
紡
受
付
を

一
年
度
は
4
2
2基
分
を
辛
定

8
日
か
ら
開
始
し
た
ロ
公
共
下

一数
と
し
て

1
偲
5
3
0
0万

水
道
等
を
整
備
す
る
区
域
以
一
円
を
予
鉢
作
U

ち

外
に
お
い
て
、
小
型
油
化
梢
を
一
補
助
金
額
は
、

5
人
柚
(
原

級
也
す
る
者
に
対
し
、
浄
化
槽
一
則
1
3
0
M以
下
)
が
お
万
2

m
、
下
水
道
工
事
に
伴
う
配
水

管
移
設
マ
三
原
市
民
処
理
分
区
配
水

管
移
段
(
本
町
2
丁
目
)
日
φ

l
0
0
醐

L
1
0
0
m
、同

マ
三
原
東
処
理
分
区
配
水

管
移
設
(
史

ι町
1
7
5
H

A
v
t
M
m
L邸
m
、同

マ
三
原
西
処
理
分
区
配
水

管
移
股
(
西
宮
1
丁
目
)uφ

1
0
0
胴

L
2
8
0
m
、同

マ
三
原
西
処
理
分
区
配
水

管
移
綬
(
皆
実
6
丁
目
)uφ

1
0
0
1
φ
m
m
L
1
9
0
 

注
4
衣

服
蜘一

半

面
市

岡

沼
市

p

・a
・、d
H
H
H
E

・

第

儲
日

MMM
刊
鮮
廿

山
問

問
団
=

駐

ン周

廿
日
市
市
は
、
「
人
を
ひ
き

つ
け
、
集
ま
る
、
に
ぎ
わ
い
を

つ
く
る
」
た
め
、
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
周
辺
地
区
で
、
前
年
度
に

引
き
続
き
廿
日
市
駅
北
土
地

区
画
監
理
事
業
、
J
R
廿
日

市
駅
前
広
場

・
自
由
通
路
及

び
廿
日
市
駅
前
自
転
車
駐
車

場
の
盤
備
に
取
り
組
む
。

J
R廿
日
市
駅
1
市
役
所

1
J
R宮
内
串
声
一
釈
1
J
A

広
島
総
合
病
院
に
か
け
て
の

区
域
を
、
官
公
庁
、
文
化

・
ス

m
、同マ
三
原
西
処
理
分
区
配
水

管
移
設

(
宮
浦
4
丁
目
)
"
φ

1
0
o
m
L卯
m
、同

マ
三
原
酉
処
理
分
区
配
水

管
移
般
(
宮
浦
5
丁
目
)
"
φ

花
岡
L
沼
田
、
同

マ
和
田
処
理
分
区
配
水
管

移
設

(
和
田
2
丁
目
)
H
A
V印

醐

L
3
3
0
m
、同

マ
ほ
場
整
備
地
内
配
水
管

移
設

(
沼
田
西
町
惣

g
u
φ

花
岡
L
1
0
5
m
、
ほ
燭
整
備

に
倖
つ
配
水
管
移
設

0
0
0円
(
補
助
金
甑
・単
価
)

で
2
7
8基、

7
人
的
(
原
則

1
3
0
d超
)
が
但
万
4
0
0

0
円
(
閲
)
で
1
3
6基、
m
人

相
(
2
世
帯
、
風
呂
・台
所
が
ど

ち
ら
も
2
カ
所
以
上
)
が
M
万

8
0
0
0円
で
8
基
。

申
諮
希
望
者
は
、必
要
な
岱

類
を
揃
え
て
提
出
。担
当
は
限

境
対
策
課
(包
括
0
8
2
1
4

2
0
1
0
9
2
8
)ま
で
。

「
春
の
グ

で
u
E
リ
l
ン
フ
ェ

区
封
ア
2
0
1

浦
一
語
3
」
が
4
月

Ma
罰

百
か
ら
幻

酌

ば

日

ま

で

の

叩

刊

μ
材

m
日
閥
、
広
島

マ
/
直
恵

み
な
と
公
園

エ

+m
(広島
市
南

勺
j

h

F

川
〆
+
巾

区
宇
品
海

ル

ノ

璃

岸
)
で
閲
か

、
グ

L
れ
る
。
広
島

市
、
(
公
財
)

広
臼
市
み
ど
り
生
き
も
の
協

会
及
び
紛
広
島
市
造
凶
建
股

業
協
会
な
ど
の
実
行
蚕
民
会

主
催
。

約
3
0
0
0租
綴
却
方
本

の
草
花
や
庭
木
の
展
示

・
販

売
な
ど
を
行
う
。
ロ
日
は
午

前

m時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
後
、
先

哲
2
5
0人
に
花
の
苗
を
陥

る
。
最
終
日
の
幻
日
に
も
午

後
3
時
か
ら
高
さ
3
m
の
花

の
塔
を
解
体
し
て
、
先
泊
5

0
0人
に
花
鉢
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。
6
月
7
日
に

通

常

総

会

会
中
国
電
工
連

全
中
国
低
気
工
事
組
合
連

合
会
(事
務
局
H
広
山
市
東
区

愛
宕
町
8
|
鉛
、
再
隆
規
会

長
)
は
、

6
月
7
日
午
後
3
時

半
か
ら
広
山
市
中
区
の
ホ
テ

ル
サ
ン
ル
1
卜
広
山
で
第
必

胆
逗
吊
総
会
を
向
く
。

総
会
で
は
、
豆
成
MM空
度
の

事
業
報
告
や
お
年
度
収
支
予

算
窒
t
議
題
に
す
る
ほ
か
、
役

内
舟
遜
も
弔
定
さ
れ
て
い
る
。

理
事
長
に
高
井
氏

春
の
定
期

人
事
異
動

広
島
高
速
道
路
公
社

ポ
l
ツ
施
段
、
底
錦
、
公
園
や

快
適
に
迎
ら
せ
る
住
宅
地
な

ど
、
市
の
都
市
拠
点
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
る
。

今
年
度
は
、
平
良
山
手
佐

方
地
区
の
廿
日
市
駅
北
土
地

区
画
監
理
事
業
の
造
成
工
事

そ
の
ー
を
第
工
四
半
期
、
そ

の
2
を
第
3
四
半
期
に
、
い

ず
れ
も
条
件
付
一
般
競
争
で

発
注
予
定
。
工
事
概
要
は
、
そ

の
ー
が
工
事
区
域
面
積
3
・

4
加
、
土
工
V
2万
ぱ
、
工
期

8
カ
月
、
そ
の
2
が
同
3
・
4
一

4
月
1
日

出
、
道
路
築
造
工
事
一
式
、
工
一

高
井
巌
理
事
長

(広
島
市

期
5
カ

月

。

一

道

路

交

通

局

長

)

マ

泉

谷

伸

廿
日
市
駅
前
自
転
車
等
駐
一
生
副
理
事
長
(
広
島
県
土
木

車
場
盤
備
に
つ
い
て
は
、
そ
一
局
道
路
企
画
課
長
)
マ
小
路

の
ー
と
し
て
盤
備
面
積
7
6
一
泰
広
理
事
、
兼
企
商
関
査
部
長

o
d、
2
0
0台
の
規
棋
で
一
(事
務
取
扱
)
(
関
東
地
方
盤

建
築
工
事
乏
行
う
。
発
注
(
条

一防
局
字
馨
冒
道
事
薮
脅
さ

件
付
一
般
競
争
)
は
第
3
四
一
国
腿
雅
文
総
務
部
長
(
広

半
期
を
予
定
し
て
い
る
。

一
円
岡
県
企
業
局
企
業
総
務
課

ま
た
、

J
R廿
日
市
駅
前
一
長
)
V小
林
孝
夫
総
務
部
参

広
場
の
盤
備
に
つ
い
て
は
、
一
一
事
(
管
理
担
当
)
、
兼
交
通
管

広
煽
盤
備
並
び
に
自
由
通
路

一
理
課
長

(
事
務
取
扱
)
(
広
砧

整
備
に
伴
う
用
地
取
得
、
移
一
市
都
市
整
備
局
緑
化
推
進
部

転
補
償
、
詳
細
殴
計
な
ど
を

盲
目)
マ
河
村
洋
治
保
全
課
長

行

う

。

(

広

島

霊

木

局

土

木

総

務

諜
主
幹
)

中建日報社の主催で好評を博した

広島市と山口市で開催し、定員を上回るほどの反響があった

『総合評価方式対応セミナー』の内容をDVDで再構成しました。 今ご注文いただきますと購入特典として

『臨Z計画@祭料源削ヲーピス』
をお付けします.有効期間1年間)

入札前の施工計画を事前に検討して

永妻勝義講師が直接指導しま乱

*'iただし、落札を保証するものではありません。

1 .総合評価方式の概要

2.技術力をまとめるポイント3つ
3簡易型のポイントは何か?

4.いくつかの話題とまとめ

5.事例研究(土木、建築、設備)
・口VD3時間23分収録(2棺紹}

r 15事例力、ら学ぶ評価の視点JCD-ROM特別付録テキス卜教材2冊
(A4判カラー)付き

『安全・安心施工』
27年間の経験でお客様の財産を守る総合改修建設業
廃石綿等無害化処理将来に不安を残さない処分方法
コンクリー卜構造物・調査・診断・設計・施工

広島県知事許可(般-24)第34312号

A蹄茸剖イ~J3-/bイー (E.R.E)

-.:Æ ~官':.D，川町五，;a~-，謁.

τ言宮里Z;星空7111空800円{腕 ・送料込)39 圏圃

〒739-1733
広島市安佐北区口田南5丁目12番22号
TEL082-555-1143 
FAX082-843-4279 
E-mail: a-sumimoto43@niftY.com 

-コンクリート桃造物の調査・診断業務
-コンクリート構造物の補修・改修中IIi強工事
011耐震補強工事(プレス補強・炭議繊維補強・1!!¥収納モルタル注入・アンカー耐震スリット)
.陥梁補修補強工事(断而修復・剥落|坊止・ひび割れ注入)

・磁探タイル1!l~廃 ìl!i洗i争フッソコーティング工事
・アスベスト除去・封じ込め工事(BJC-133技術省干査証明)
.ダイオキシン|徐染工事
oirlH火被製工事(ロックウールI次付工事)


